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酸となり，このものに ADP を加えると共役因子へ取りこまれたりン酸が ADP へうって ATP が生成
することが実験的に示された。このことから共役因子へ取りこまれたりン酸は高エネノレギー結合をし
ていると考えた口この取りこみはこの系に 2， 4 ジニトロプエノーノレを加えたり，あらかじめ共役因子
を熱処理しておくとおさえられた口
共役因子へ取りこまれたリン酸が ADP へうつる反応には 2， 4 ジニトロブエノーノレは作用しなかっ
?こ一口
以上の 2， 4 ジニトロブェノーノレに関するこつの実験結果を総合して 2， 4 ジニトロブエノーノレは共役
因子ヘリン酸が取りこまれる前の段階の高エネノレギー中間体に作用すると考えた。






































れに ADP を添加すると共役因子にとりこまれた 32Pi が ADP に転移して AT32p を生成するコマ
を言正明したD
酸化的リン酸化反応の共役解除剤で、ある 2 ， 4 ージニトロプエノーノレ (DNP) は 32Pi が共役因子
にとりこまれる反応を阻害するもので，一旦，共役因子にとりこまれた 32Pi が ADP に転移される反
応には全く阻害的に作用しないことを示して，酸素呼吸に共役する酸化的リン酸化反応のばあいと同
様に， DNP は 32Pi が共役因子にとりこまれる前の反応段階にはたらき，高エネノレギー中間生成物を
生成させないように作用するものであると推定した口したがって，以上の結果を模式的に要約する
と，つぎのようになる。 すなわち
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要するに太田君の論文は基質から脱離された電子が無酸素条件下で硝酸塩に伝達されるさいにも，
酸素に伝達される際と同様に，共役リン酸化反応がおこることおよび，その共役に関与する因子が共
通であり，しかも同様な機構ではたらいているものであることを明らかにしたものであるから，酵素
化学の知見に寄与するところが大である。したがって，参考論文の成績とあわせ考え，理学博士の学
位論文として十分の価値あるものと認める。
- 40 ー
